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	 光合成の光エネルギーから電子エネルギーへの変換を担っている光化学系 II 膜蛋白質複合体（以下 PSII）

はその反応過程で水を分解して酸素ガスを発生して地球の大気を維持している。この水分解反応を行う活性中

心には Mn4CaO5クラスター(Oxygen Evolving Complex: OEC)が触媒として存在している。2011年に我々の研

究グループは好熱性らん藻由来PSIIの結晶構造を 1.9 Å分解能で明らかにすることに成功した (Umena, et al, 

Nature, 2011)。しかし、PSIIにおける光合成反応を化学的に解き明かすためには、Mn-O間の精度の高い構造

情報が必要となっている。分解能の問題は結晶化後の抗凍結処理が大きく影響を及ぼしている。ある PSII の

変異体は抗凍結剤への置換を経ずに、湿度制御ガスにより脱水・濃縮する Humidity Air and Glue-coating 

method (HAG法)（Baba, et al., Acta.D, 2014）によって分解能の改善に成功している（未報告）。しかし、HAG

法は１回の処理に数時間を要し、放射光施設 SPring-8のビームラインで行われている。また、湿度の変化量、

コーティング剤の濃度や種類などの多くのパラメーターがあり、最適な条件が得られるまでに多くのビームタ

イムが必要となる。本研究で使用する高圧凍結法は、オフラインで行うことができ、抗凍結剤への置換を経ず

に数十分で結晶を凍結することができる。本実験では PSII の高分解能な結晶調製を目指すと共に、抗凍結剤

条件が決まっていない変異体を高圧凍結法でＸ線回折強度測定に適した凍結結晶に調製することを目的とす

る。今回の研究の結果、抗凍結液に置換していない PSII結晶試料で氷の結晶のリングは確認されないガ
ラス状に凍結することができた。しかし、回折パターンは非常に不鮮明で結晶性が低い状態のままであ

った。5 %のグリセロールを加えた母液に浸漬した結晶、結晶の温度を下げて溶解度を変えた条件などの
条件検討を行ったが大きな変化はなかった。やはり PSII結晶の結晶性を改善するには事前に脱水処理を
行うが必要であった。一方で、ヘリウムガスによる装置の加圧によって試料セルの温度が上がっており、

結晶の劣化が懸念された。今回の研究では当初の目的には達することができなかったが、装置を温調す

る改良点や試料の脱水処理等の新たな課題が分かったことから、今後の研究の展開に反映できるものと

思われる。 
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